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0

0

と
対
立
す
る
か
を
理
.

解
す
る
た
め
.

に
.
.は
、
こ
れ
が
(1
)
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の 

観
点
で
あ
り
、
⑵
疎
外
の
観
点
で
あ
り
ハ
⑶
神
学
の
観
点
で
あ
る
こ
と
を
考
え
' 

れ
ば
よ
い
。

.

へ
I

ゲ
ル
.

ば
全
て
の
：古
典
派
経
済
学
、
'

ブ
ル
ジ
ョ
ア
•
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
同 

様
に
、
私
有
財
産
、
さ
ら
に
国
家
や
法
律
さ
え
も
自
然
な
も
の
と
考
え
た
。
そ 

し
て
A

r r

学
さ
れ
た
人
間
の
抽
象
形
態

I

は
、
.

そ
れ
自
身
.

を
疎
外
. 

さ
れ
た
做
與
の
規
範
と
す
る
>

(

マ
ル
ク
ス)

。

へー

；ヶ
ル
の
全
®

学
は
、
ブ
ル 

•ジ
ョ
ァ
階
級
の
M

の
中
で
の
み
運
動
す
る
の
で
あ
る
。
.商
品
経
済
が
そ
の
最 

も
抽
象
的
な
表
現
を
商
品
の
最
も
普
及
，し
.た
時
代
の
貨
幣
に
見
出
す
と
丁
度
同 

じ
よ
ぅ
に
、
ブ
ル
ジ
a

ア
社
会
と
そ
こ
か
ら
抽
象
さ
れ
た
思
想
は
そ
の
最
も
完 

全
な
表
現
を
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
の
体
系
の
中
に
見
出
す
。
i

理
は
精
神
の 

貨
粮
で
あ
る >

 

(

マ
ル
ク
ス)

。

A

 

♦
ス
ミ
ス
が
経
済
学
の
ル
ー
テ
ル
で
あ
る
と 

同
じ
く
、

へ
ー
ゲ
ル
は
哲
学
の
ル
ー
テ
ル
で
あ
る
。

，

ガ
ロ
デ
ィ
の
論
点
は
、.

主
と
し
て
次
の
五
つ
に
分
け
ら
れ
よ
ぅ
。

、

⑴

マ
ル
ク
ス
主
義
の
性
格
、
そ
の
疎
t

の
■説
明 

: 

⑶
疎
处

I

に
よ
る
ブ
ル
ジ
3
ア

実

証

主

義

の

枇

判
- 

⑶

マ
ル
ク
ス

主
義
に
お
け
る
哲
学
と
経
^

^

の
目̂

の
強
調 

⑷
以
上
の
三
つ
に
よ
る
ビ
•コ
の
評
価
と
批
判 

⑶

マ
ル
ク
ス
至
義
が
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と
の
主
張 

最
近
の
フ
ラ
ン

X .
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
研

^

は
、
賛
否
い
ず
れ
を
問
わ
ず
ヒ
' 

ュ
I

マ
ニ
ズ
ム
の
が
強
く
、
初
期
マ
ル
ク
ス
の
思
想
か
ら
一

.

貫
し
て
，マ
ル

. 

六

八

(

1
0
0二)

.

.

.

.

 

.

.

i

 

. 

. 

ク
ス
の
人
間
観
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
ガ
>

デ
：ー
ィ
も
そ
の
例
外

で
'

は
な
い
。
そ
れ
は
も
ち
：ろ
ん
意
義
あ
る
試
.

み
と
い
う
べ
き
だ
が
、：
以
下
に
私

の
い
く
つ
か
の
疑
問
を
逮
べ
て
お
こ
う
。

一
、

•
：

マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
、
哲
学
は
経
済
学
の
前
提
と
な
り
、
導
き
の
糸
と 

し
て
賞
が
.

れ
：た
と
し
て
も
、
そ
の
具
体
的
.

な
内
容
は
経
済
学
の
本
1

研
绝
以 

後
も
同
じ
で
あ
る
か
ど
う
か
。
.「

へ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
：批
判
序
説」

•に
お
い
て
は 

.「

勒
で
は
か
い
於
で
.

の
自
己
疎
外
の
仮
面
を
は
ぐ
こ
.

と
が
、
'歴
史
に
奉
仕
す
る 

哲
务
の
任
務
で
あ
る」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
哲
学
観 

は
、.

後
期
に
は
ど
め
よ
う
に
な
っ
.

た
か
。

ニ
\
#
|
:
崇
拝
は
疎
外
の
一
つ
の
現
わ
れ
に
は
違
い
な
い
が
、
経
済
的
疎
外 

=

物
神
崇
拝
と
単
純
に
考
え
て
よ
い
か
ど
う
か
、

マ
ル
.ク
ス
の
思
員
の
豸
罾
の 

上
：で
問
題
で
あ
ろ
う
。
遊
部
教
授
に
よ
れ
ば
、
疎
外
論
は
、

マ
ル
ク
ス
経
済
学 

そ
の
も
の
の
萠
芽
を
意
味
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
.史
的
唯
物
論
を
媒
介
と
し
て 

経
資
子
の
方
法
論
を
用
意
し
た
。
ま

た「

一
八
拽
0
申
^

に
お
い
て
は
い
ま
_だ 

に
商
品
生
産
と
資
本
主
義
生
産
と
の
関
係
を
解
明
は
も
と
よ
り
、
問
題
意
識
す 

ら

し

て

?

* :
'

。」
「

疎
外
論
に
お
け
る
展
開
を
の
ち
の『

資
本
論』

の
平 

面
に
ま
で
ひ
き
あ
げ
て
理
解
し
、
こ
ん
ど
は
逆
に
後
者
の
展
開
の『

萠
芽』

を 

前
者
の
う
ち
に
見
出
す
の
は
無
意
味
で
あ
る
。」

(

遊
部
久
蔵「

疎
外
論
の
経
済 

学
的
意
義」

「

三
田
学
会
雑
誌」

五
ニ
巻一

.

号)

，，後
期
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
が 

疎
外
に
つ
い
て
あ
ま
り
触
れ
な
い
の
は
、.

何
故
か
。

三
、
ガ
ロ
デ
ィ
は
ビ
ゴ
が
マ
ル
ク
ス
.の
著
作
に
お
け
る
一
賞
性
と
統
一
に
注 

E

し
た
こ
と
を
賞
讃
す
る
が
、i

ビ
ゴ
の
意
図
は
マ

ル

ク
ス

の
経
済
学
の
体
系
を

も
ぺ
I

ゲ
ル
的
世
界
の
中
に
限
定
す
る
こ
と
：で
あ
？
た

.0
従
フ
てV

へ
I

ゲ
ル
^

 

し
た
マ
ル
ク
ス
の
戯
画
を
批
判
す
る
た
め
に
は
、
初
期
マ
：ル
ク
ス
か
ら
の
.

一
賞 

性
を
赏
讃
す
る
ょ
り
は
、
初
期
以
後
.

0
発
展
を
、
<
齊
学
者
マ
ル
ク
ス
か
ら
経 

済
学
者
マ
ル
ク
ス
へ
の
転
參
の
意
蒸
を
重
要
掘
す
る
..べ
.

含
：で
あ
.

ろ
ぅ
。

四
、.，̂

マ
ル
ク
ス
主
義
を
ヒ
ュ

.
'

—

.

マ
ニ
、ス
：ム
と
し
て
主
31
-

す
る
場
合
、

今
R

の
倫
理
的
な
ヒ
ュ
.

.
1マ
二
ズ
A

と
の
差
の
み
.

で
か

\

マ
ル
ク
ス
自
身
.

の
：
.
. 

初
期
の
思
想 

C
d

e
r

 

d
u

r
c

h
g

e
f

i
i

h
r

t

' ®N
a

t
u

r
a

l
i

s
m

u
s

 

O
d

e
r

.

 

H
u

m
a

-

n
i

s
m

u
s

)
.

と
：の
重
要
な
相
違
が
明
ら
：か
に
さ
れ
ね
'

ば
な
ら
な
い
'0
;

-
 

•
 

-

:
:

(

自

- *
:

.

厚)

K

;

 

K

V

ク
リ
ハ
ラ
著

.

.F

経

済

発

展

の

グ

イ

ン

ズ

理

論

』

経
済
途
展
に
関
す
る
理
論
的
研
究
は
、
す
で
に
：ス
.

、、、：.

ス
や
々
：ル
サ
ス
の
様
な
■
 

贫
典
派
経
済
学
者
の
中
に
、
そ
の
先
駆
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
，ケ
- 

ィ
ン
メ
以
後
、

ハ
ロ
ッ
ド
及
ぴ
.

ド
'

マ：
I

ル
め
理
論
を
出
発
点
と
し
て
ケ
イ
ン
ズ
.
 

理
論
：の
長
期
動
態
化
の
努
力
と
共
に
理
論
的
体
杀
を
確
立
し
た
経
済
成
長
で
理 

S

書

評

及

び

紹

介

論
と
、
モ
方
に
お
い
て
、
国
連
報
告
や
'ヌ
ル
ク
セ
の
貢
献
を
始
め
と
し
て
後
進 

諸
国
の
腐
済
開
発
な
い
し
発
展
に
関
す
る
理
論
的
研
究
が
展
開
令
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
こ
：の
経
済
成
長
の
理
論
と
後
進
国
経
済
発
展

-©

理
論
が
、
濃

、
経
済 

発
展
に
関
1;
.
て
著
1

:-
<

関
心
.
の
度
を
窩
め
た
ニ
つ
の
理
論
的
分
野
で
あ
ろ
う
。

と

'̂
ろ
.で
成
長
理
論
を
取
り
扱̂
研
究
：の
多
ぐ
が
先
進
国
経
済
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン 

に
立
脚
し
て
分
析
を
展
開
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
視
野
の
狭
さ
が
、
結
局
人 

ロ
過
剰
を
.そ
：の
基
本
的
特
微
七
す
る
後
進
国
，経
済
に
対
し
て
実
践
的
指
導
理
念
，
 

え
'は
な
り
得
な
か
つ.
'た、
と
云
う
.欠
陥
を
招
く
に
至
つ
た
。

そ
の
欠
陥
の
第 

一
一
は
、
殊
に
ド 
マ

-r
ル
に
見
ら
：れ
る
の'で
あ
る
が
、
労
働
人
口
.の
成
長
率
に
関 

し

てexplicit

な
何
ら
の
仮
定
も
なく
、

.従
？
て
完
全
雇
用
維
持
の
条
件
が 

単
に
資
本Q:

側
か
ら
捉
i

sれ
て
い
.る
：に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
、
ン
い
い
換
え
. 

れ
：ば
投
資
の
.ー；#
性
贮
ょ
つ
て
保
証
さ
れ
る
条
件
は
資
沐
の
完
全
利
用
：で
あ
つ 

て
、
労
働
の
完
全
雇
用
：で
は
な
，い
と
云
.う
こ
と
，で
あ
る
。.そ
の
第
二
'は
、
た
と 

え

--
1
1
:
:
ッ
ド
及
ぴ
ハ
ン
バ
ー
グ
，
.に
示
さ
れ
る
.如
べ
、
.労
働
人
ロ
の
成
長
率
に
関，
. 

す
る
.：

explicit -

な
仮
定
を
立
て
た
ど
し
て
も
、
.
労
働
の
完
全
雇
用
成
長
率
と 

資
本
必
完
全
利
用
成
長
率
と
の
均
衡
を
も
た
ち
す
何
ち
め

explicit

な
政
策 

_

の
導
入
を
行
なマ
：V:

い
な
い
と
.

1K

う
こ
と
'で
あ

る

。

#.-
?
て

そ

こ

か

ら

導
 

き
出
さ
れ
：た^

は̂
、
■す
べ
て
現
実
に
お
け
る
均
衡
成
長
め
不
安
定
性
を
指
摘

.

.

.
こ
.こ
に
紹
价
す
る
瓦*

*.
ク

-'
;

ハ

ラ

の

箸
*.

T
h
e
:
W
e
y
n
e
4
a
a

 Theo;iy 

.

六

九

(一

 

0
0
一
 

一一：y

C
K
e

 

目e
c+
h
, K.

 K-ori^aTa,; 

T
h
e
^
e
y
l
l
e
s
i
a
n

 T
h
e
o
r
y

 

o
f

 E
c
o
n
o
m
i
c

 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
.

 

1959.)



o
f
M
e
o
n
o
m
i
c

 b
e
v
e
i
o
p
m
^
n
t
,

 ,19s;:

は
、
以
上
の
如
き
従
来
の
成
長
理

論
の
弱
点
を
補
：っ
て
ヨ
リ1

,

般
的
分
析
を
試
み
■

た
点
に
'

お
い
てI

囊
あ
る
も
の 

'

で
あ
；り
、':
.
'ま
た
隹
目
.

に
値
す
る
も
.
.0 '
.

で
：：あ
る
と
耷
え
る
で
あ
；ろ
ぅ
。
こ
の
書
に 

お
.

い
て
讓
さ
れ
た
理
論
は
: ^
.

要
す
る
に
そ
：の
：理
論
的
出
雜
点
を
ス
ロ
：ッ
：ド
及 

び
ド
マ
ー
ル
の
成
長
理
論
に
求
め
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
低
開
発
諸
国
の
経
済 

:

発
展
：に
対
し
て
理
論
的
適
用
を
試
み
、
低
1

経
済
に
お
け
る
均
衡
成
®
の
条 

件
並
び
に
そ
の
達
成
；の
為
の
諸
方
策
を
検
討
レ
、
如
い
て
は
低
麗
国
に
お
け
. 

る
長
期
籠
全
雇
用
を
畫
し
維
持
す
る
と
と
が
：、
..と
の
分
析
の
意
図
す
る
核 

心
_

で
あ
る
。.

%1
來
こ
.

の
麵
の
：研
绝
は
、
.低
開
発
国
経
済
の
み
に
限
定
さ
れ
る
も 

の
.

で
は
な
く
、
盡
国
経
済
に
も
等
し
i

用
さ
れ
得
る1 '

般
阶
成
長
理
論
で 

あ
る
が
、
:

敢
ぇ
て
低
開
^

国
経
済
に
焦
点
を
求
め
た
の
は
、
先
に
^:
べ
た
如
き 

理
論
的
根
拠
に
依
る
も
の
と
思
：わ
れ
る
。
：

，':.

.

さ
て
本
書
の
構
成
に.つ
い
て
云
え
ば
，、
前
半
即
ち
”
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま 

で
が
基
礎
的
分
析
能
び
に
低
開
楽
経
済
に
お
け
る
均
衡
成
長
め
条
件
を
論
じ
、 

後
半
即
ち
、
第
五
章
が
ち
第
十
章
ま
で
が
，低
開
発
経
済
に
お
け
.る
均
衡
成
長
達 

成
の
為
の
諸
方
策
を
論
及
す
る
。
.そ
；の
：諸
^

と̂
.は
具

体

的

に

，
は

第

^

早

技

術 

政
策
、
第
七
章
再
分
配
政
策
、
第
八
章

-.
«

幣
政
策
、
.第
九

章

財

政

政

策

、
，
第

十
 

章
外
国
貿
易
政
策
と
な.っ
て
い
る
。
：.

.

ク
リ
ハ
ラ
.は
ま
ず
低
麗
国
の
.経

囊

展

，
に

関

す

る

理

論

的

及

び

、
政

策

的

分
 

祈
を
.展
開
す
る
前
に
、
そ
の
，分
析
対
象
で
あ
る
低
開
発
紘
済
の
靈
的
特
質
'と 

経
済
発
展
の
決
定
要
因
を
明
ら
か
に
す
る

(

同
書
第
.ニ
.章
>。
低

開

発

経

済

の

，
構
 

造
的
特
質
と
七
て
は
個
別
的
に
は
数
多
く
存
往
す
る
が
、
ニ
般
的
：に
は
、.
一
人

■

.七
：〇

(

：ー
〇
0
四〕

当
り
低
W

実
質
国
民
所
得
ハ.

i

f

先
業
、
極
端
な
所
得
不
均
等
、.
対
外
依
存
性
を
掲
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の 

様
に
低
開
発
経
済
の
撒
造
的
待
®

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
更
に
進 

ん
で
、：.

開
発
並
び
に
低
開
翁
経
済
に
適
用
さ
れ
る
経
済
靡
展
の
一
般
的
決
定
要 

因
-

^

論
す
.る
：。v
;i
n

ち
、
傷

人

：ロ
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
、

技
術
進
取
、
対
外
的 

'要
因
が
基
本
的
玦
定
要
因
と1
'
て
規
定
さ
れ
、
：
.そ
の
諸
要
因
を
.巡

る

技

溝

関 

係
を
基
礎
と
し
て
、
：以
下
に

述
：.

ベ
.
る

均

衡

成

長

の

条

件

が

示

さ

れ

る

こ

と

.に
な 

.
る

々
.

.
■

, 

>
''
,'
.
;'
,
1.
'-
'
"
.
-
.
- 

ぐ
.

■:
発

展

計

画

、
に
：
は

そ

の

計

画

：
に

関

サ

る

規

範

的

基

_
七
ー
再
ぅ
も
.の
が
あ
る
が
、 

ク

リ

：
，
ハ
，

.ラ
は
経
腐
成
長
の
理
想
的
指
標
を
社
会
的
最
適
成
長
率

t
h
e
g
c
l
y

 

optimalHate.: of .growth
:

に
求
め

る

(

同
*
第
一
一S)

.
。

社

会

的

最

適

成
 

，
：長

率>
.は
成
長
す
る
労
働
人
ロ
の
完
全
雇
用
と
労
働
生
産
性
の
.上
昇

傾

向

.に

合 

致
し
た
.産
出
量
の
極
大
成
長
率
を
云
い
、
そ
れ
は
一
般
に
、
雇
用
さ
れ
ぅ
る
労
： 

働

人

卩

：
の

成

長

率

.と
労
働
生
産
性
の
成
長
率
と.の
，
和

に

ょ

つ

て

：
示

す

こ

と

が

出

.

.

^

 

Y

は

，
人

：
ロ

成

長

と

技

術

進

歩

に

.

合
.

致
し
た
極
大
成
長
率
：(

.

こ
れ
を
‘
で
表 

1ゎ
：す
>

0:
ー
誓
は
.

労
働
人
ロ
の
成
長
率
ハ
こ
れ
を
？

表
ゎ
す)

0
J H

H

.は
労 

闘
生
産
性
の
.

成
長
率

0
;

れ
：を
み
で
.

表
わ
す)

。'

(1
)

式
は
.労
働
生
産
性
の
成
長 

.

率
が
高
け
れ
ば
高
い
程
、
.

そ
し
：て
雇
用
さ
れ
ぅ
る
労
働
人
口
の
成
長
率
が
高
け 

.

れ
ば
，高
い
程
、：
目
標
と
ざ
：れ
る
.

極
大
成
長
率
は
高
く
な
る
：こ
と
を
示
し
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
様
な
極
大
成
長
率
が
現
実
に
実
現
さ
れ
維
持
さ
れ
る
で
あ
ろ 

う
と
云
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
実
現
の
為
に
は
、

一
方
に 

お
い
て
同
時
に
丁
足
の
资
本
蓄
積
の
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
仮 

に
、
宠
分
な
労
働
^

r

か
与
え
ら
れ
た
も
の
と
.

す
れ
ば
、
生
産
能
力
の
成
長
率 

は
投
資
率
と
投
資
.

の
生
産
力
の
技
術
的
関
係
に
依
存
す
る
。
こ
れ
を
式
に
表
わ 

せ
ば 

\

.

」

K1
、

1

ン
 

き

Y
、

: 

.

.

..

.

.

.

.

.

.:
:
.

(

2)

J Y
f

は
生
産
能
力
の
成
長
率(

こ
れ
を

X
?

で
表
わ
す
.

)

<>
•

び

は

投

資

の

生
 

鹿

力

こ
=

あ

)

。
5
は
投
資
率
G

=

+

)

f

低
開
発
経
済
に
お
い
て
は
. 

生
産
能
力
の
成
長
率
が
産
出
量
の
社
会
的
最
適
成
長
率
を
下
回
る
状
態
郞
ち
、
 

P

<

G

3
に
あ
る
の
が
通
常
だ
が
、
こ
の
場
合
に
は
生
産
能
力
の
成
長
率
が
、
 

資
本
不
足
に
基
づ
く
馨
的
失
業
を
伴
う
こ
と
な
く
、
し
か
も
生
活
水
準
の
向 

上
を
達
成
知
つ
つ
理
想
的
成
長
径
路
を
実
現
し
維
持
す
る
に

は
低
®

ぎ

る

こ

と

■

 

を
意
味
す
る
。
か
く
し
て
社
会
的
最
適
成
長
率
の
実
現
の
.為
に
は
次
の
条
件
が 

満
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
'

い
。

V O
T
n
+
h

-

-

--

-
-
-

-
-

(3).

し
か
も
社
会
i

適
成
長
率
と
生
産
能
力
の
成
長
率
と
が
一
双
す
る
、
郎
ち 

f

f
の
成
立
す
る
必
然
的
理
由
は
ど
こ
に
も
見
当
ら
な
い
。
そ
こ
で
低
開 

発
経
済
に
関
す
る
限
り
、資
本
不
足
の
為
に
i

の
生
産
的
能
力
が
浪
費
さ
れ
、
 

か
つ

生
活
水
準
が
そ
の
向
上
を
妨
げ
い
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
可
能
性
は
強
い

書評及び紹介

わ
け
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
構
造
的
失
業
を
伴
ぅ
こ
と
な
く
、
し
か
も
生
活
水
準 

の
尚
上
を
達
成
し
つ
つ
均
衡
成
長
径
路
を
実
現
す
る
に
は
、
⑶
式
に
従
っ
て
投 

資
率
5
又
は
投
資
の
生
産
力
び
、
或
い
は
そ
の
双
方
め
増
大
を
必
要
と
す
る
。
 

以
下
そ
の
為
の
諸
方
策
を
検
討
す
.

る
。

経
済
発
展
.

に
関
す
る
技
術
的
効
果
は
遂
働
生
産
性
に
関
す
る
効
果
と
、
⑵ 

生
産
能
力
に
関
す
る
効
果
に
大
別
さ
れ
る
。

働
生
産
性
に
関
す
る
効
果
は 

更
に
労
働
節
約
的
効
果
と
労
働
使
用
的
効
果
に
、
又
⑵
生
産
能
力
に
関
す
る
.効 

果
は
資
本
節
約
的
効
果
と
資
本
使
用
的
効
果
と
に
分
け
ら
れ
る
ハ
同
書
第
五
章)

。 

完
全
雇
用
産
出
量
の
成
長
率
は
技
i

歩
と
人
口
成
長
に
依
存
す
る
。
即
ち

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
$

.

.

J Y
I

Y

は
完
全
雇
用
産
出
量
の
成
長
率
。

?>
は
労
働
生
産
性

V

は
完
全
雇
用
量
に
対
す
る
労
働
^

^

の
増
加
.

の
割
合
f

こ
こ
で 

労
働
I

産
出
量
比
率

(

•

■

;

 

^

.

が
操
作
可
能
な
政
策
パ
ラ

メ

ふ

I 

と
考
え
ら
れ
る
。

一
般
に
市
場
経
済
に
お
い
て
は
生
産
費
の
削
減
効
果
を
持
つ 

労
働
節
約
的
技
術
の
探
用
が
行
.

な
わ
れ
ん
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
低
開
発
経
済 

に
お
い
て
は
労
働
人
口
の
成
長
率
が
高
い
か
ら
'完
全
雇
用
を
維
持
す
る
為
に
は 

労
働
使
用
的
技
術
の
採
用
が
望
ま
し
い
。
こ
の
場
合
労
働
生
産
性(

生
活
水
準)

'の
向
上
に
対
す
る
要
求
と
失
業
の
除
去
に
対
す
る
要
求
と
の
間
に
矛
盾
が
■生
ず 

る
こ
と
に
.

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

\

一
方
、,
完
全
利
用
産
出
量
の
成
長
率.避

r)

は
投
資
率(

ぴ〕

と
投
資
の
生

産

力

(

？

)

 

a

蕖

す

る
。

：

：

:

.'

七a

 

.

(
一

〇
〇
五〕



こ
こ
で
資
本—
産
出
量
比
率(

•

 
；
 

h)

が

操

^

^

能

な

政

策

パ
ラ
メ 

. 

丨
ター

と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
こ
こ
で
法
意
す
べ
き
点
は
、
労
働

丨

産
出
比
率 

と
資
本—

産
出
比
率
と
は
独
立
で
は
な
く
^

と云う関係
 

に
お
い
て
相
互
依
存
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
低
開
発
経
済
に
お
い
て 

は
投
資
率o

貯
蓄
率)

の
増
加
に
限
界
が
あ
る
か
ら
生
産
能
力
の
成
長
率
を 

高
め
る
に
は
罾
ホ
ー
産
出
量
比
率
の
低
下
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

.し
か 

し
問
題
と
な
る
の
は
、
低
開
発
経
済
の
資
本
丨
産
出
量
比
率
は
：

一

般
に
高
く
な 

る
傾
向
に
あ
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
資
本
丨
労
働
比
率
を
低
め
る
資
本
節
約 

的
技
術
の
採
用
は
、
そ
れ
が
労
働
生
産
性
の
比
例
以
上
の
減
少
を
生
ず
る
場
合 

に
は
、
資
本—

産
出
量
比
率
を
減
少
さ
せ
ず
.に
む
し
ろ
そ
れ
を
増
加
さ
せ
る
で 

あ
ろ
う
と
^
う
事
態
が
生
ず
る
。
 

*

次
に
ク
リ
ハ
ラ
は
経
済
發
展
に
関
す
る
再
分
配
効
果
の
讓
に
移
る

-"
そ
こ 

で
は
再
分
配
効
果
を
大
別
し
て
、
⑴
貯
蓄
率
に
関
す
る
所
得
再
分
配
効
果
と
⑵ 

.資
本
の
i

生
産
力
に
関
す
る
資
源
再
分
配
効
果
を
述
べ
る

(

同
書
第
七
章)
。 

又
、
経
f

展
に
お
け
る
f

政
策
に
つ
い
て
は
⑴
貨
幣
供
給
と
⑵
利
子
率
の 

ニ
点
か
ら
産
出
量
成
長
率
へ
の
効
果
を
検
討
す
る

(

同
書
雄
八
.章〕

。

'

更
に
ハ
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

)

興
味
あ
る
課
題
だ
が

(

経
済
発
展
に
関
す
る 

財
政
政
策
は
⑴ inves

cfor
、

⑵ saver
、

⑶ incorae redistributor 
の 

三
つ
の
機
能
に
分
け
て
展
開
さ
れ
る

(

同
書
第
九
章)

。

;1
)

i
n
v
e
s
t
o
r

と
し

て

の
財
政 

,

七
ニ 

2 

0
〇
六〕

均
衡
予
算
の
仮
定.か
ら
出
発
し
て
、
政
府
支
出C

S
は
政
府
投
資
ハ
^) 

と
政
府消

#: .

に
分
け
る
。
醫

函

数

は

、

c
"
c
p
+
c
v
"
a
2 ,
(
Y
I
T
)-

十 
§
Y

=
§

a

l

!

?

)

Y

+
§

Y…
…

运 

:
0は
総

翼

支

出
0;
は
私
的
消
費
、

§

は

私

的

可

勉

分

所

得

に

対

す

る

‘
平

均
 

消
費
性
向
、
«-
7
は
国
民
所
得
：に
対
す
る
政
府
の
可
変
的
平
均
消
費
性
向
、
0
は 

平
均
租
税
性
向
、
て
は
国
民
所
得
、T
は
租
税
。
投
資
函
数
は
、

.

.

...
…
…
…

3

I
は
総
投
資
支
出
、1P
は
私
的
投
資
支
出
、

び
は
投
資
の
平
均
生
産
力
。
均 

衡
に
ぉ
い
て
、
総
投
資
は
国
民
所
得
か
ら
総
消
費
を
差

引
い
た
も
の
に
等
し
い 

か
ら
、

ICJ>.

―*

P
:
..

.

..

…
…

.

.

.

.

.

.
00)

(7
)
と
(8
)
か
ら
、

IX
Y
=
X
I
P
+
I
^
U
X
Y
I
C
P
I
C 

己…

：…

.

.
：(

9

)

.

.

.

.

.,,(10)

脚
式
は
三
個
の
財
政
政
策
パ
ラ
メ

ー

タ
ー
グ
、

气

af
i
rを
備
え
、
そ
の
適
切 

な
操
作
を
通
じ
て
完
全
利
用
成
長
率
€

を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
こ 

と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、

I
n
v
e
s
t
o
r

と
し
て
の
財
政
は
⑷
投
資
の
平
均
生 

産

力
a
の
増
大
、
(b
)
平
均
租
税
性
向
0
の
増
大
、
(c
)
政
府
の
平
均
i

性
向
af
f 

の
減
少
を
通
じ
て
完
全
利
用
成
長
率
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

⑵

s
a
v
e
r

と
し
て
の
財
政

先
に
仮
宠
し
た
均
衡
予
算
の
前
提
を
落
す
。
新
た
に
財
政
の
.移
転

支

出

が

.考 

慮
さ
れ
る
。
全
経
済
体
系
に
お
い
て
貯
蓄

—

投
資
関
係
は
、

cr
*
U
Y
=
S
Y
+
2
Y
l
r
Y
I

<Q
Y 

= 

(

s
+

《

l
r
l<c
>)

Y …
…

运

.
6は
資
本—

産
出
量
比
率
、
S
は
私
的
貯
蓄
率
、
r
は
政
府
の
平
均
移
転
支 

出
性
向
、
"
は
政
府
の
平
均
支
出
性
向
。

。

=
x
s 
十
：2
l
r
l
p
Y
:
:

(

1
2

)

(1
2
)

式
は
完
全
利
用
成
長
率
ら
が
气
デ
、
0

の
選
択
的
財
政
操
作
を
通
ず
る
正 

の
政
府
貯
蓄
率
即
ち
、
Q

l

r)

vg.の
結
果
高
ま
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

社
会
的
最
適
成
長
率
が
完
全
利
用
成
長
率
を
超
え
る
場
合
、

即

ち

Q

§

v

p

.
 

の
時
、
財
政
政
策
は1
:

平
均
租
税
性
向2

の
増
加
、(b
)
政
府
の
平
均
支
出
性
向 

<7

の
減
少
、(0
)

政
府
の
平
均
義
支
出
性
向r

の
減
少
を
通
じ
て
長
期
的
黒
字 

予
算
を
維
持
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
o

と
な
る
よ
ぅ
に
み
を
高
め
.る
こ 

と
を
：

m

標
と
す
べ
き
で
あ.
る
。

⑶

i
n

c
o

m
e

 

r
e

d
i

s
t

r
f

b
u

t
o

r

と
し
て
の
財
政 

こ
こ
で
は
異
な
る
所
^
階
層
に
対
す
る
^
率
及
び̂

転
支
出
豸
の
変
殳
が
私 

的
貯
蓄
率
の
瘦
化
を
も
た
ら
し
、
従
っ
て
又
完
全
利
用
成
長
率
に
_

を
与
え 

得
る
と
い
ぅ
こ
と
，に
&

目
ず
る
^

要
が
あ
る
。
今
、
実
質
国
民
所
得
丫
が
低
所 

得
階
層
ち
と
高
所
得
階
層
丨
に
す
べ
、て
配
分
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
則
ち
、
 

Y
=

Y
1

+
Y

2

运

. •
.

そ
の
配
分
比
率
は
、
各
々

J

^

l

n

n

T

^
 

-

-
-
-

-*

.

..

.
:
g

租
税
宁
は
低
所
得
階
層1̂
と
高
所
得
,

^

に
配
分
さ
れ
る
。

t

 =

 t
1
+
t
2
=
2
1

iki

十
；

32Y2 :
…
…

•

…

：…
…

…

.

…
…
…

笾

«!

ば
低
所
得
i

の
平
均
税
率
、
勿
は
高
所
得I

の
平
均
税
率
を
表
わ
す
。 

同
様
に
移
転
支
出
只
は
；低
所
得
1

珥
と
高
所
得1

取
に
配
分
さ
れ
る0

w
=

R
l

+
R
2

=
r

l
Y

l
+

r
2
Y
2

 

-
-
-
-
-

…
…

…

：
：
.
.
.
.
.…

运

rl
は
低
所
得
階
層
の
平
均
移
転
支
出
率
、r2
は
高
1

^

^

»
.の
丰
お
罾
お
ネ 

出
率
を
表
わ
す
。
課
税
及
び
移
転
支
出
後
の
低
所
得
^

1

1の
私
的
貯
蓄81
は
、

sl=sl(Y1
T
r
r
K
R
i
Y
s
l
p
I
N
l
+
r
l
)
Y
l

—

.
:
登

S1

は
低
所
得
階
層
の
可
処
分
所
得
に
対
す
る
平
均
貯
蓄
性
向
。
.
同
様
に
し
て 

高
所
得
階
層
の
私
的
貯
畜
も
は
、

.

.
-
s
2
.
"
s
2
0
T
2
T
-

^

+
v?) =

S
2(1

—

；
2
2
+
s
2

)

k
2 …

t

S2

は
高
所
得
階
層
の
可
処
分
所
得
に
対
す
る
平
均
貯
蓄
性
向
。
こ
こ
で
夂
ゾ 

s
i

と
仮
定
す
る
。
さ
て
、
方
程
式fl3
)

〜

â

か
ら
次
の
如
く
財
政
の
私
的
貯
蓄
率 

に
対
す
る
所
得
再
分
配
効
果
を
含
む
完
全
利
用
成
長
率
を
得
る
。

0 

广oi
l
p丨 gl+rl).dH~

co2(l—
g2+y2) 

P 丨
&)〕

+
校 

|
丨̂

.̂
:
^

)

、'

ゲ

1

式
は
S1
-
S2
が
ー
定
で
あ
る
な
ら
め
、
0 1

仍
、
rl
、
rl
ば
の
変
更
に
ょ
っ
て
、 

予
算
の
均
衡
不
均
衡
に
関
係
な
く
、
総
貯
蓄
率
従
っ
て
又
完
全
利
用
成
長
率
を



七

四

C
l

〇
〇
八)

、
変

化

さ

■
せ

る

と

.と
が
出
来
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。..殊
に
、
.

QJTlnGA 
.を
達
成 

す
る
為
に
完
全
利
用
成
長
率
の
増
大
を
図
る
に
は
、
(a
)
勿
の
減
少
、
(b
)
r2
の
増 

加
、
.
れ̂
の
増
加
ゝ
楠
ハ
の
減
少
を
要
求
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
.私
的
貯
蓄 

脊
増
加
さ
せ
る
為
に
低
所
衝®

か
ら
高
所
得
1

へ
所
得
を
再
分
配
す
る
こ 

の
様
な
財
政
操
作
は
苹
等
主
義
の..原
則
と
矛
盾
す
る
こ
と
を
，指
摘
し.て
い
る
。
ン 

:
以
上
は
'

系
に
お
け
る
経
馨
展
を
論
及
し
て
来
た
が
、
疆

に

外
 

国
貿
易
を
含
め
た
開
放
体
系
に
お
け
る
経
済
発
展
を
分
析
す
る
。

.
外
_

^
の̂
，
 

経
済
成
賢
に
対
す
る
効
果
は
、
ド
マ
ー
ル
の

「

投
資
の
一一

重
性」

に
従
っ
て
有 

一i

要
効
果
と
生
産
能
力
効
果
と
に
分
け
、
，
前
者
は
国
内
成
長
の
促
進
を
強 

調
し
、
後
者
は
国
際
収
支
の
均
衡
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
外
国
貿
易
に
関
す
る 

こ
.の1

一'つ
.の
，侧
面
を
結
合
し
て.、
_国
内
ィ
ン
.フ
レ
-
シ
ョ
ン
と
対
外
的
不
均
衡 

を
伴
ぅ
こ
と
な
き
均
衡
成
長
の
必
要
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
。
即
ち
、
そ
の
需 

要
面
で
は
、

. 

.

ハ

o
+
し

Y,

s、+
m

r

5、

は
1

而
要
量
、I

は
私
i

立
投
資
、G

は
政
府
支
出、
' 

Eは
輸
出
、
/

は
限
思
貯
蓄
性
向
、
，
m

は
限
界
輸
入
性
向
、V

は
限
界
投
資
性
向
。

^

き 

J
E

の
成
長
率
仏
を
得
る。
.

c

a

n

と
し
て
、
(2
0
)式

.の

両

辺

に

R

- f
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t b
+
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が江

だ
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を
か
け
て
有
効
需
要
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m
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、

ム
.方
、
：̂

S

で
は
，
均
衡
に
お
い
て
：：

i
=
s
+
m
m
e

で
あ
る
か
ら
、
坐 

産
f

の
場
合
は
、
'.
:
：
.

」

Y
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n
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9

=

^

-
と
し
て
、
㈤
式
の
両
辺
に
,

を
か
け
る

c
 

I

K!》  

^

，
と

次

の

如

き

生

産

能

尔

の

成

長

事

^

を

得

る

。
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v _

均
衡
成
長
を
国
内
イ
ン
フ
レ
ー
シ3
 \

と
国
際
収
支
の
慢
性
的
赤
字
を
伴
う 

こ
と
な
く
実
質
国
民
所
得
の
上
昇
を
保
証
，す
る
よ
.

う
な
理
想
的
成
長
径
鼢
と
規 

定
す
れ
ば
こ
の
様
な
均
衡
成
長
の
実
現
及
び
維
持
を
も
た
ら
す
基
本
的
条
件
は

a

+

X D
+

r

..

%■
!
十m

ぶII

+
§
I  

日

II
O

P

V

Pに
ょ
っ
て
特
微
づ

〔

け
ら
れ
る
経
済——

低
開
発
経
済——

で
は
一
般 

に
長
期
的
ィ
シ
フ
レ
傾
向
と1#
:
性
的
国
^

1
の
赤
字
に
悩
史
さ
れ
る
が
、
こ 

の
様
な
国
内
ィ
ン
ラ
レ
と
対
外
的
不
均
衡
を̂
€す
る
為
に
は
ル
の
減
少
と0 3 

の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。0,
の
，減
少
を
図
る
措
置
と
し
て
は
、
气

沒、
W

 

の
低
下
及
ぴ
ゴ
の
上
昇
が
可^ ,
で
あ
る
が
、
そ
の
砠
双
的
比
重
は 

の
均
衡
と
生
産
能
力
の
成
長
と
の
関
連
に
お'い
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

一
方
ら
の
増
加
を
因
る
措
置
と
し
て
は、
< 
气
W

の
上
昇
及
び
e

の
低
下
が 

可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
相
対‘的
比
重
は
国
隙f

 

.の

埒

衡

と

#

^

需

要

の

抑

制 

と
の
関
連
に
お
い
て.や
は
り
決
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
一

K

う
。

三

以
上
通
観
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
低
開
簽
経
済
に
お
い
て
は
要
の 

成
長
率
と
生
産
能
力
の
成
長
率
、
更
に
又
、
生
産
性
の
上
昇
を
伴
う
人
口
の
成 

長
率
が
均
衡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
タ
リ
ハ
ラ
の
.示
す
均
衡
成
長
の 

概
念
で
あ
り
、
こ
の
所
論
の
中
心
課
題
で
あ
る
。
こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
成 

長
理
論
の
立
場
か
ら
低
開
発
経
済
の
資
本
不
足
に
甚
づ
く
構
造
的
失
業
に
対
し 

て
理
論
的
解
決
の
途
を
提
示
し
た
へ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
ぽ
矶
な

. 

研
究
か
ら
、
理
論
的
体
系
化
へ
の
努
力
が
示
さ
れ
て
い
る
点
、
高
く
評
価
せ
ら 

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
反
面
こ
の
広
机
な
取
扱
い
が
、
本
書
の
各
章
金
体

. 

を通じて不の問

■
を
ひ
き
起
し
て
い
る
。M
に
個
々
の
領
M
に
お
け
る. 

細
か
な
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
を
許
す
数
多
く
の
点
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
確 

か
で
&
る
。
だ
#
こ
こ
■で
我
々
が
特
に
絞
っ
て
指
摘
し
よ
う
と
ず
る
点
は
、

こ 

の
よ
う
な
理
論
構
成
或
い
は
個
々
の
問
題
点
に
つ
い
て
で
は
な
い
。
も
っ
と
一 

般
的
問
題
、
即
ち
そ
の
理
論
の
立
脚
せ
る
前
提
め
現
実
的
妥
当
性
に
関
し
て
で

. 

あ
る
。
：こ
.の
問
題
に
つ
い
て
珠
に
基
本
的
な
も
の
だ
け
を
ニ
三
指
摘
す
る
こ
と 

に
留
め
る
。
指
摘
さ
る
べ
き
第
一
の
点
は
、
物̂

件̂
に
つ
い
で
で
あ
る
。
彼 

が
仮
定
し
た
の
は
出
発
点
に
お
い
：て_

の
^
全

利

用

と

^

_

の

完

全

雇

用

と 

が
同
時
ど
達
成
さ
れ
て
い
る
と
去
う
状
態
で
あ
る
。
こ
の
場
合
.に
は
確
か
に
両
’ 

者
が
そ
の
：後
等
し

」

い
率
で
成
長
オ
れ
ば
持
続
盼
に
完
全
雇
用
を
濰
持
す
る
こ
と 

が
出
来
^
。
：
と

こ

，
ろ

が

辯

的

^

<
ロ
象
特
微
と
す
る
低
開
発
経
済
に
お
い' 

て
、
こ
の
よ
う
に
仮
宠
す
る
こ
と
は
非
現
実
的
で
あ
.る
と
萁
わ
な
け
れ
ば
な
ら.

書評及び紹介

な
い
。
第
二
は
、
懐
妊
期
間
ね
関
し
て

t
l
m
e
-
l
a
g

が
.考
慮
ざ
れ
て
い
な
い
と 

, 
一

K

テ
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
低
開
発
経
済
に
お
い
て
社
会
的
間
接
資
本
の
拡 

充
が
開
発
の
為
の
基
礎
条
件
と
な
っ
て
い
る
と
さ
え
^
わ
れ
て
い
る
。
こ
の3|
?

.は
投
資
が
公
共
投
資
を
中
心
と
し
て
大
規
橫
化
し
、
懐
妊
期
間
も
長
期
化
さ
れ 

る
傾
向
に
あ
る
こ
と.を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
^
^
需
要
と
生
産
能
力 

.
と
の
短
期
的
不
均
衡
を
も
た
ら
し
景
気
変
動
を
激
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
に 

ち
が
い
な
い
。
第.三
は
、
投
資
配
分
或
い
.は
投
資
基
準
と
云
わ
れ
る
問
題
に
関 

し
て
.で
あ
る
。
殊
に
低
開
発
国
の
開
発
計
画
に
お
い
て
先
に
述
べ
た
よ
う
に
社 

会
的
間
接
資
本
の
建
設
に
極
め
て
高
い
'優
先
順
位
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な 

い
。
こ
の
事
は
投
資
の
配
分
基
準
を
規
範
的
目
標
と
し
て
質
的
規
制
を
行
な
う 

こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
理
論
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
こ
の
質
的
規
制
に
つ 

い
て
何
ら
示
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
可
能
な
の
は
量
的
規
制
の
限
り
に
お
い
て 

の
み
で
あ
る
。
第
四
ば
、
生
産
函
数
に
関
す
る
仮
定
が
明
確
で
な
い
と
一

K

う
こ 

と
で
あ
る
。
ピ
ル
ヴ
ィ
ン
が
ハ

>
.

パ
ー
グ
批
判
で
指
摘
し
た
よ
う
に
資
本
の
完 

全
利
用
と
労
働
の
完
全
雇
用
と
が
独
立
の
意
味
を
持
.ち
$
る
の
は
生
産
要
素
間 

に
代
替
関
係
が
全
く
存
在
し
な
い
特
殊
な
生
産
函
数
に
立
脚
し
：て
い
る
場
合
で 

あ
る
。
し
か
る
に
彼
の
理
論
に
お
.い
て
政
策
的
配
慮
を
除
い
て
も
な
お
生
産
係 

数
の
変
化
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
立
場
は
生
産
要
素
間
に
代
#
ゆ
が 

幾
分
可
能
で
あ
る
こ
と
を̂

し̂
て
い
る
は
ず
で
あ
る
々
.残
さ
れ
た
問
題
は
こ

.

め
よ
3
に
少
な
い
と
は
い
え
な

，
い

。

本

書

の

声

価

を

敢

え

て

矩

め
よ
う
と
す
る

.

'\

な
ち
ば
、>j

れ
ら
の
問
題
点
を
旁
慮
.の
そ
と
に
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。
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